
もし労働災害（通災）が発生したら 

 

対応ルート（参考例） 

○会社ルート          ◎労働組合ルート  

  災害発生 

 

  職  制                     発生部署（組合役員が外出時でも連絡できる体制を取っておく） 

 ・被害者の治療の立会い    職場役員 

・状況の詳細把握 （速報１・単組本部へ）・・・まず一報ＴＥＬして、その後ＦＡＸ 

               （最小限５Ｗ１Ｈ程度で概要を報告） 

 全て正確に報告          労組本部 

  担当部署 

 （人事。総務部等） 

 （単組本部は）被害者の確認・見舞い・家族フォロー

 ・家族、遺族との折衡      現場確認 

 ・労災保険の手続き （速報２・組合本部へ） 

 ・各種保証手続き        労組対策会議 

・再発防止策の展開 ソ 

・中央安全衛生委員会の招集  ロウソ 

 

             中央安全衛生委員会 

       

      ・事故原因の究明             (速報３・組合本部へ) 

      ・再発防止策の 現場確認 

       内容確認                 (速報４・組合本部へ) 

                               被害者フォロー 

 

                        労連本部へ報告 ・・・全体まとめ 

 

全職場に同じ災害を起こさない 

ために対策を徹底する 

 

対策状況確認と対策後の問題店把握 

受傷者が発生したとき行く労災指定病院（外科、内

科、眼科、耳鼻咽喉科等）を明確にし、職場の従業員

に徹底する。（休診日、休診時間も調べておくこと） 

速報2・3・4 は組合本部への報告） 

報告内容 

・ 被災者家族への対応状況確認

・ 現場検証 

・ 真の原因追求 

・ 問題点の確認 

・ 対策内容の確認 

・ 類似災害の確認 

・ 尺場展開方法 

・ 会社対応状況 

災害が発生した際には、上記参考ルートのように対応することが望ましいが、何より大切なポイントは

① 労組本部への速やかに連絡すること 
② 中央安全衛生委員会を開催し、問題点と対策をまとめる 
③ 全職場に対策を徹底させる 
の3点がいえます。 
確実な対応をしっかり進めることが重要です。 


